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“ありがとう”の反対語とは 

皆さんは「ありがとうの反対語とは？」と聞かれたら、どう答えますか？ 

2020 年８月、毎年甲子園で開催される高校野球大会が新型コロナウイルス感染拡大に伴い

戦後初めて中止となり、代わりに春の選抜に選出された高校のみがほぼ無観客の中で１試合

だけ交流試合を行う異例の開催となりました。その交流試合の開会式で、主催者である会長

が球児たちにこう問い掛けました。「“ありがとう”の反対語をご存じでしょうか？」と。答え

は「あたりまえ」でした。会長が球児たちに伝えたかったことは、家族や指導者、仲間の支え

があるから野球ができる、また、大歓声の甲子園で野球ができる「あたりまえ」が、実は「あ

りがとう」なんだということをわかってほしかったのです。 

豊山町では、毎年８月に社会教育センター郷土資料室などで戦争の悲惨さを伝える平和展

を開催しています。今年も７月 30日より「豊山町 今、考える平和 2024」が始まりました。 

今年は戦争の悲惨さだけでなく、１月１日に発生した能登半島地震などの自然災害も平和

を脅かすものであると捉え、パネル展示を通じて 「“あたりまえ”の日常の大切さ」を訴えて

います。この「書窓」も平和展の一環として毎年、平和に関するコラムを掲載しています。今

回は『世界はとつぜん変わってしまう？（著：百瀬しのぶ）』という本を紹介し、「平和」や「あ

たりまえ」の大切さをお伝えしたいと思います。 

2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災は、多くの人々の“あたりまえ”を奪いました。

家、家族、友達、学校生活など、ある日突然、全てが無くなってしまったらどうなるでしょう

か。小学５年生の時に被災し、その後、語り部として現在も活動を続けている雁部那由多（が

んべなゆた）さんのお話は、目の前で真っ黒い津波が家を流してしまったこと、食事もろくに

食べられない日が続いたこと、学校で「被災者」と「未災者」のクラスメイトとの間に格差が

生まれてしまったことなど、当時の辛い出来事を見つめ、未来のために自分の言葉で語ろう

と決意するまでが綴られています。 

辛い経験をした雁部さんは、「震災後、僕らはずっと重い空気の中で過ごしてきたと思われ

るけど、友達や家族と再会したときには笑顔もあったし、涙が出るほど感動したこともある。

辛いことは多かったけれど、町が復興していく姿を見て、喜びも増えてい

った。そんなあたりまえのことも、話さないとわかってもらえないことも

ある。」という言葉の中に、“あたりまえ”の日常に感謝して生きていこう

とする想いが感じられました。 

“ありがとう”は “有ることが難しい”というお釈迦様の言葉を転じた

ものと言われています。つまり、貴重で大切なものを指します。このかけ

がえのない社会に生きる私たちだからこそ、常に“ありがとう”という感

謝の気持ちを持ち続けることが、災害が起こった時は共に助け合い、そし

て戦争を二度と起こさない “平和”の世の中を築く鍵となるのではないで

しょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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